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北九州市における
企業向けロボット・デジタル化

支援施策のご紹介
北九州市産業経済局
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官営八幡製鉄所
（1901-）

国際貿易港（1889-）

発達した
鉄道網
(1890-)

アジアのゲートウェイ

人口 93.5万人(2020.9）
面積 491.69km2(2019.10)
GDP 3兆7188億円(2017)

「ものづくりのまち」として発展
豊かな自然やブランド食材

合馬たけのこ 若松水切りトマト 関門海峡たこ

北九州地域の代表的企業

安川電機 ＴＯＴＯ ゼンリン

トヨタ自動車
日産自動車

日本製鉄 三菱ケミカル

北九州市のプロフィール

若松潮風キャベツ 小 倉 牛 豊前海一粒かき4



「ＳＤＧｓ」とは  
○２０１５年９月の国連サミットで、
すべての加盟国（１９３カ国）
が採択した国際目標

○発展途上国のみならず、
先進国自身も取り組む

○２０３０年までの目標であり、
１７の目標（ゴール）の達成を
目指している

第１回「ジャパン
ＳＤＧｓアワード」
特別賞を受賞

（2017年12月）

（写真提供 内閣広報室）

２８０団体以上が応募
１２団体受賞

（自治体は本市と下川町のみ）

ＯＥＣＤより
「ＳＤＧｓ推進に向けた
世界のモデル都市」
に選定（2018年4月）

アジア地域で初めて選定

共同記者会見

国より
「ＳＤＧｓ未来都市」
「自治体ＳＤＧｓ
モデル事業」に選定
（2018年6月）

２９都市選定
（うちモデル事業１０都市）

市長会見

国の「地方創生
ＳＤＧｓ官民連携
プラットフォーム」
の会長に市長が就任
（2018年8月）

設立総会

ＳＤＧｓの達成に向けて  日本で一番住みよい街へ 
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再生エネルギーやロボットの拠点化を進め、
「日本で一番住みよい街」にしていく
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6
日本で一番住みよい街に。SDGs未来都市としてトップランナーへ<平成30年12月 政策大綱>
①響灘地区における洋上風力発電産業の総合拠点化
②産学官の緊密な連携によるロボット研究開発・普及を日本のモデル都市として推進



安川電機
産業用ロボット、インバータ、ＡＣサーボドライブで世界一
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九州工業大学、北九州市立大学、早稲田大学、北九州高専
九州工業大学はワールドロボットサミット（ＷＲＳ）優勝 
『World Robot Summit 2018』
Service Robot Category, 
Partner Robot Challenge, 
Real Space 部門で優勝
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北九州学術研究都市
進む「知の集積」 進出大学・産学連携施設 
早稲田大学大学院

情報生産システム研究科
情報生産システム研究センター

九州工業大学大学院

生命体工学研究科
ヒューマンライフIT開発センター

北九州市立大学

国際環境工学部
大学院国際環境工学研究科

共同研究開発ｾﾝﾀｰ
（産学連携センター2号館）

学術情報ｾﾝﾀｰ
（図書室、情報処理施設）

福岡大学大学院
工学研究科

情報技術高度化ｾﾝﾀｰ
（産学連携センター3号館）

事業化支援ｾﾝﾀｰ
（産学連携センター4号館）

技術開発交流ｾﾝﾀｰ
（産学連携センター5号館）

産学連携ｾﾝﾀｰ
（産学連携センター1号館）
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北九州学術研究都市

（令和２年５月１日現在） （人） （ ）内は留学生数 ＜「学校基本調査」基準に準じる＞

大 学 学 部 修 士 博 士 研究生 特別
研究学生 学生数計 教員数

北九州市立大学
国際環境工学部

1,095 ― ― 3 0 1,098 86
(42) ― ― (3) (0) (45)

北九州市立大学
国際環境工学研究科

― 313 121 1 0 435 ―
― (69) (106) (1) (0) (176)

九州工業大学大学院
生命体工学研究科

― 264 145 1 2 412 47
― (34) (67) (1) (2) (104)

早稲田大学大学院
情報生産システム研究科

― 447 83 3 1 534 40
― (416) (68) (3) (1) (488)

福岡大学大学院
工学研究科

― 2 0 0 0 2 2
― (2) (0) (0) (0) (2)

合 計 1,095 1,026 349 8 3 2,481 175
(42) (521) (241) (8) (3) (815)

学研都市進出大学 学生数および教員数
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◇内閣府 地方大学・地域産業創生交付金
首長のリーダーシップの下、産学官連携により、
地域の中核的産業の振興や専門人材育成などを
行う優れた取組を、新たな交付金により重点的に
支援
◇全国７地域（申請16地域）
・市レベルは本市のみ（他は県レベル）
・九州では本市のみ
※H30年度採択時点

◇推進体制
北九州市
北九州産業学術推進機構
(株)安川電機
九州工業大学
(株)戸畑ターレット工作所
北九州銀行協会（会長行(株)福岡銀行）

内閣府交付金事業に採択！ 本市の提案
◇ロボット産業振興による地方大学・
地域産業の創生 事業費 約17億円（5年間）

地域企業
の生産性
革命実現

人材育成
若者定着

ロボット
産業振興

キラリとキラリと
光る地方大学

未来のロボット開発 地域の生産性革命

採択決定 共同記者会見
（平成30年10月24日）

安全・安心

教示レス

高度な作業能力

「安川テクノロジーセ
ンタ」における未来の
ロボット開発
（安川電機・九工大）

地域ものづくり
企業の生産性革命
に向けた導入支援

研究開発 導入支援

内閣府から採択
ロボットテクノロジーを活用した地方大学・地域産業創生事業
安川電機、九州工業大学、地元企業等と連携した産業創生
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北九州DX推進プラットフォーム
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令和２年12月17日(木)
参加者
会 場 １１８名（ユーザー６８名、ベンダー２０名、その他３０名）
オンライン １０５名（ユーザー７９名、ベンダー１２名、その他１４名）

キックオフ会議
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生産年齢人口

人手不足に直面する北九州市

2015 2025       2035

14

55.9
50.5

45.9

（万人）

生産年齢人口
２０年で１８％減少

見通し

生産性向上が
重要

（出典 総務省「国勢調査」(2015年）、国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口」(2025,2035年)
https://www.city.kitakyushu.lg.jp/san-kei/326_00002.html



調査結果（人手不足の状況）

（出典 北九州市調査（平成３１年３月） 市内中小製造業278社から回答） 15
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調査結果（ロボット導入実績）

（出典 北九州市調査（平成３１年３月） 市内中小製造業278社から回答） 17



調査結果（ＤＸ実績）

（出典 北九州市調査（令和２年８月） 市内中小企業536社から回答） 18

ＤＸ実績

予定なし
５７．８％

導入済み・検討中
４２．２％



導入事例
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食品製造業にロボット活用
オーエーセンター

【生産性向上1.8倍】

自動車部品製造
戸畑ターレット工作所

【生産性向上13.8倍】



調査結果（導入が進まない理由）
ロボット導入を諦めた理由

１ 費用対効果 46.7％
２ どこの工程で
使えるのかが 33.3％
分からない

３ ロボットの
情報に乏しい 33.3％

・相談体制
・人材育成
・コスト面
の支援が重要

20（出典 北九州市調査（平成３１年３月） 市内中小製造業278社から回答）



産業用ロボット導入における課題１
（本市調査（平成３１年３月） 調査対象 中小製造業278社）
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産業用ロボット導入における課題２
（本市調査（平成３１年３月） 調査対象 中小製造業278社）
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産業用ロボット支援センター
H25.9FAIS内に開設。導入支援・人材育成の拠点として展開
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北九州システムインテグレータネットワーク

25

H30年度企業９社でネットワーク構築。現在17社のネットワークへ。
①地域の中小企業の生産性向上支援 ②北九州地域へのSIer集積、を目的に活動。
経産省 地域企業イノベーション支援事業に3年連続採択。

会長 (株)ドーワテクノス

副会長 (有)ICS SAKABE

副会長 ミシマ・オーエー・システム(株)

副会長 (株)リョーワ

2018入会 (株)オーネスト

〃 (株)ソルネット

〃 (株)マツシマメジャテック

〃 (株)YE DIGITAL

2019入会 (株)FAサポート

〃 (株)タイヨウ

〃 (株)ヘッズ

〃 松本工業(株)

2020入会 (株)イーモーション

〃 ビープラッツ(株)

〃 三島光産(株)

〃 (株)リベルタス・アドバイザリー

〃 KiQ Robotics(株)



ＡＩを活用したソーシャルディスタンス自動検知
北九州のシステムインテグレータ２社が共同して新システムを開発
開発企業 ミシマ・オーエー・システム、リョーワ

・北九州市の観光施設「関門海峡
ミュージアム」で実証中。

・施設内での確認だけでなく
出かける前に自宅から
でも確認可能。

・安心して施設利用が
できる。

・現在、更に機能拡張に向け開発中
①少ない人数でも「近づけば密」
「離れていれば密ではない」と
判定する機能

②「家族やカップルは近づいていても
密ではない」と判定する機能 26



サブスクリプションサービス
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中小製造業向けのロボット、AI、ERP
サブスクリプションサービス

https://www.kitakyu-sier.jp/



北九州DX推進プラットフォーム
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企業 メリット

ユーザー

①北九州デジタル化サポートセンター、及び
個別相談会による伴走支援、事業補助金
②研修等による人材育成
③専用ホームページでの情報提供
（成功事例、オンラインセミナー）
④北九州市内企業間の繋がりの構築

ベンダー

①新たな顧客獲得などのビジネスチャンス
②中小企業などのデジタル化推進動向の把握
③実証への参加

デジタル化やデータ活用等を提
案できるベンダー企業と活用を
検討する市内ユーザー企業をつ
なぐプラットフォームを創設

https://ktq-dx-platform.jp/

121社
登録済み

52社
登録済み

令和3年6月15日時点



北九州デジタル化サポート事業

29https://ktq-telework.jp/

市内中小企業

北九州デジタル化サポートセンター
（北九州市・北九州デジタル化支援コンソーシアム）

IT機器等の導入
(国・県併せて500万円
の補助金など)

専門家派遣

国などの補助金
申請支援

デジタル化の疑問
・デジタル化の進め方
・ITシステムや機器の導入
・社内の既存ITツールの活用法
・社内制度の整備等に関する相談

市内中小企業に専門家を派遣し、国・県のIT導入補助金の活用を支援する
とともに、テレワークやデジタル化を進めるうえでの課題を解決する。

予算額・実績
（R3.5月時点）

受 付  ９９件
専門家派遣  ２３０回

ローラー作戦の実施

テレワークやリモート営業などの
導入を進めるため、産業経済局を
挙げて市内中小企業に働きかけ。

・期間  8月3日 8月31日
・訪問企業数 ５３６社
・ＤＸ導入済・検討中 226社
（42.2％）
・テレワークサポートセンター
活用検討 ８２社
・補助金活用検討 ７９社

Tel 093－582－2905



ロボット・AI・IoTを活用した生産性向上
http://www.ksrp.or.jp/fais/iac/project/iotai.html
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受講生
募集中



エグゼクティブ ビジネススクール
https://www.kct.ac.jp/kigyou/business_school.html
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第４次産業革命
への対応力を
経営トップ自らが
検討できる

日本で唯一の
ビジネススクール

受講生
募集中



導入検討の各段階に応じた
きめ細かい導入支援

ＦＳ

• １件あたり最大２００万円（補助率 ２/３）
• 導入に向けた事前検証

実証

• １件あたり最大８００万円（補助率 ２/３）
• 未活用領域への導入実証

導入

• １件あたり最大５００万円（補助率 １/２）
• 産業用ロボットの導入

ロボット導入支援（FS,実証,導入補助）

http://www.ksrp.or.jp/fais/robot/news/archives/2020/0511_100000.html

32

公募中
7/21



DXに関する費用全般が対象。 R2年度は２６件採択。

デジタル化支援

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/san-kei/10100091.html33

事業名 中小企業のDX推進成長支援モデル事業

補助対象者 市内に事業所を有する中小企業

補助対象経費

DXに関する費用全般
・人材育成・教育
・製品・サービス開発
・システム導入
・デジタル環境の整備

補助額 最大200万円(補助率2/3以内)

公募中
8/6



デジタル化支援（R2取組み事例）

34

取組み事例 期待される効果

①製造現場での取組み
 機器稼働状況の自動収集（IoT）
 ペーパーレス化
・PC/タブレットでの入力
・生産計画等のデジタルサイネージ表示

・設備稼働状況の
見える化

・入力手間の解消
・情報の一元化

②会社全体での取組み
 データ管理一元化（ERP）
・出退勤、販売、在庫、生産管理等各システムの連携

 ペーパーレス化
・図面等のデジタル化 ・電子決裁システム

・部署間の情報共有、
技術継承が可能

・経営者による正確
・迅速な経営判断
が可能



デジタル化支援（R2取組み事例）
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取組み事例 期待される効果

③テレワークに関する取組み
 テレワーク環境の整備
・クラウド化、ＰＣ端末整備

・業務継続が可能
・育児／介護が必要
な社員が活躍

④顧客との接点向上に関する取組み
webサイト改善
 オンラインサービス
（商談会、AI検査、設備メンテナンス）

・マーケティング
強化による売上げ
向上

・新サービス創出に
よる売上げ向上




